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報道機関 各位 
 
                         熊本大学 

マイナンバーカードを活用した実証実験を実施 

～全国の大学初※1 となるマイナポータルと大学の認証 ID を 

活用した電子交付に関する実験～ 

 

（ポイント） 

 学生・教職員に対する利便性向上・効率化を目指す。 

 卒業生への生涯に渡るサービスの提供とサポート体制の拡充を目指す。 

 マイナンバーカードを活用した次世代のデジタル基盤として全国で初の

事例を創出する。 

 

（背景） 

熊本大学では、「総合情報環構想２０２２」及び第４期中期目標・中期計

画に基づき、デジタル活用による、教育改善・業務効率化等への展開や大学

全体のＤＸを進めています。その中で、業務全般の継続性の確保と併せて、

機能を高度化するとともに、事務システムの効率化や情報セキュリティ確保

を目指しています。 

 一方、日本国内においては、マイナンバーカードの保有数は、国民の７割

以上に相当する８,８００万件を超え、デジタル社会のパスポートとしての

環境が整いつつあります。 

熊本大学では、デジタル・キャンパスの更なる進展に向け、マイナンバー

カードを活用した業務効率化や学生・教職員に対する利便性向上の検討を進

めることを決定し、株式会社野村総合研究所（NRI）と「マイナンバーカー

ドの活用によるデジタル・キャンパスの推進」に向けた実証実験を実施しま

した。 

 

（概要） 

 マイナンバーカードを活用した、各種証明書・給与明細などの電子交付に

係る実験を実施しました。マイナポータル・大学の認証ＩＤを活用した電子

交付に関する実験は全国の大学では初の事例になります。 

 

実験に参加した教職員１０名に対して、NRI の提供する「e-私書箱サービ

ス(※2)」において、教職員本人のマイナンバーカード及びスマートフォンを

利用し、より本番に近い環境で、マイナンバーカードと熊本大学の発行する

生涯利用可能な大学の認証ＩＤとの紐づけの有効性や、実業務を想定した環



境における一連の業務の実施による実現可能性を検証しました。 

マイナンバーカードを活用した電子交付の活用により、利便性向上・業務

効率化や、大学の認証ＩＤの活用による卒業生を含めた学生への生涯にわた

るサポート体制の拡充が期待できます。 

 

マイナンバーカードの活用によるデジタル・キャンパスの推進 ～実現構想～

マイナンバーカード活用による学生支援サービスポータル
生涯IDである熊本大学IDとマイナンバーカードを紐づけることで、生涯に渡って学
生・職員が本人認証・各種サービスの活用を可能し、利便向上・効率化を目指す。

デジタル・キャンパスの推進により、学生・職員に対する利便向上・効率化を目指す。
マイナンバーカードを活用した次世代のデジタル基盤として全国で初の事例を創出する。
今年度中に、個人への連絡・通知機能及び重要書類（証明書・健診結果）の交付機能の実証実験の実施及び実装を計画。

個人への連絡・通知機能

• 従来、学生の卒業後は、住所やメールアド
レスの変更により、連絡が困難であったが、
本機能により、生涯に渡ってのコミュニ
ケーションが可能。

• 生涯に渡って活用できるマイナポータル・
e-私書箱への連携も行う。

• 特に、社会人教育の案内、アルムナイ形成、
寄付願いのお知らせ等に有効と想定。

重要書類（証明書・健診結果）の交付機能

• セキュリティの担保された空間に、安全か
つ確実に重要書類を送付することが可能。

• すでに証券会社・保険会社・官公庁では控
除証明書等の発行で活用。

• 紙ベースの証明書を発行していた教育機関
において、次世代の証明書等の発行方式と
なる。交付における学生・職員の手間、郵
送費の削減を期待。

電子申請・手続き機能

• 従来、窓口での手続きが必要となっていた
各種申請・手続きについて、マイナンバー
カードによる厳格な本人確認をベースとし
たデジタル化を可能とする。

学内サイトへの接続機能

• 従来から課題としていた、セキュリティ認
証の強化（ID とパスワードによる一要素
認証の問題）に対し、マイナンバーカード
により多要素認証を可能とする。

個人への連絡・通知機能

デジタル窓口(電子申請・手続き)機能学内サイトへの接続機能

重要書類 (証明書・健診結果等)の交付機能

実現による効果概要

学生への生涯に渡るサポート体制の構築
生涯変わらないマイナンバーカードの認
証を活用することで、卒業後の学生への
継続的な連絡が可能となる。

セキュリティ、利便向上
厳格な本人確認を伴う認証による、
オンライン手続きの実現、セキュリティ
強化を可能とする。

 

 

（今後の展開） 

熊本大学では、本実証実験の結果を踏まえて、今後、在学生を対象とした

実験も実施し、実導入に向けた更なる検討を進めていきます。 

 

※1 熊本大学調べ 

※2 e-私書箱とは：行政や企業との電子交付・申請を提供するサービス。マ

イナポータルを経由した税務申告(年末調整・確定申告)や、金融機関からの

各種証明書を受け取りなどで活用されている。 

 

 

【お問い合わせ先】 

熊本大学教育研究支援部情報企画課 

担当：小﨑 

電話：096-342-3170 

 


